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日ー月

神
奈
川
県
座
問
市
の
ア
パ
ー一

再
逮
捕
容

疑

は
10
月
23
日‘

一
に
間
違
い
あ

り
ま

せ

ん。
身
の

2
 

1一
卜
で
3
人
D

刃祈
旦
本
が
見
つ

自
も
ア
ペ
ー
ト
で
女
生
D
当
を

上
活
を
レ
て
か
ら
娯
を
突
ハ
て
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座間 9 遺体

容
疑
認
め
る

動
機
は
話
さ
ず

溢
馨

住民アンケ
巡る経過

：：購入

うの女性や横須賀
？飲食
］座から引き出し
ナ取り、一緒に不

福
岡
県
久
山
町
が 、
九
州
大
都
市
研
究

セ

ン

タ

ー
と
共

同
で、
持
続
可
能
な
成
長

を
測

る
新
経
済
指
標
「
新
国
富
指
標」

を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
乗
り
出す

。
同
指
標
は 、

国
内
総
生
産
(
G
D
P)

で
は
測

れ
な
い
自

然
や
住
民
の
健
康
な
ど
も
資
本

と
し
て
金
額

で
客
観
的

に
評
価す
る。
町
は
「
新
国
富」

を
増
や
し
て
い
く
た
め

に、
全
世
帯
に
ア
ン

・

ケ
ー
ト

を
始
め
て

お
り、
結
果

を
基

に
新
年

度
予
算
案

に
反
映
さ

せ

る。
同
指
標

を
活
用

し
て

実際
に
予
算
化

に
向
け
て
取
り
組
む
自

治
体
は
全
国
初

と
い
う 。

ア
ン
ケ
ー
ト

で
は 、
住
民

に

あ
え
て
不
利
益
な
末
来
像

を
投

げ
掛
け 、

豊
か

な
町

にす
る
た

め
に
は
何

に
投
資
し
て
ほ

し
い

か
を
探
る。
た
と
え
ば
「
地
域

の
公
園
が―
つ
減
っ

て
し
ま
う

と
し
た

ら」
「
町
内
唯一
の
公

共
交
通
機
関

で
あ

る
バ
ス
の
運

行
が
半
減
し
た

ら」
「

子
育
て

支
援

セ
ン

タ

ー
の
開
所
日
（
利

用
可
能
日）
が
半
分

に
な

っ
て

し
ま
う

と
し
た

ら」
な
ど

と
尋

ね 、
「
そ

れ
を
防
ぐ
た
め 、
あ

な
た
の
世
帯
は
年
間
い
く
ら
ま

で
な
ら
払
っ

て
も
い
い

です

か」
と
問
い
掛
け
て
い

る。

セ
ン

タ

ー
な
ど
に
よ

る
と、

福
岡
県
内
60
市
町
村

を
新
国
富

指
標

に
当
て
は
め
て
分
析
し
た

と
こ
ろ 、
久
山
町
の
1
人
当
た

り
の
資
産
は
3
0
9
9
万
円

で、
県
内
ト
ッ

プ
だ

っ
た。
こ

の
結
果

を
知
っ

た
久
山
町
が

セ

ン

タ

ー
に
ま
ち
づ
く
り
で
の
協

力
を
依
頼
し
た。
ち

な
み
に
福

岡
市
は
2
3
8
6
万
円

で
5

は
5
0
0
円

だ
っ

た」
と
供
述

し
た
こ

と
も
判
明 。
こ

れ
ま

で

被
害
者
の
金
品

を
奪
う
こ

と
も

翡
と
し
て
い
た
が 、
多
額
の

現
金
が
な
か
っ

た
と
み
ら
れ
る

新
国
富
指
標

長
期
的

に

持続
可
能
な
発
展

を
計

』
"□
竺
鰭
諄

請鱈
賃�

ラ
な
ど） ．
②
人
的
資
本
（
人
口 、
教
育 、
健
康
な
ど）
③
自
然

資
本（
気
候
変
動 、
農
地 、
森
林 、
鉱
物
な
ど）
ー

を
中
心

に、

地
域
の
資
産
全
体

を
評
価
し
数
値
化す

る。
国
内
総
生
産
(
G

D
P)

だ
け

で
は
把
握
で
き
な
い
富
や
豊
か
さ
の
測
定

手
法
と

し
て
注
目

を
集
め
て
い

る。
2
0
1
2
年
の
「
国
連
持
続
可
能

な
開
発
会
議」
（
リ
オ
＋
20）

で、
ノ
ー

ベ
ル
経
済
学
四
受
四

者
ら
が
初
め
て
発
表 。
18
年

に
発
行
さ

れ
る
報
告

書
の
蔀
筆
は

九
州
大

の
馬
奈
木
俊
介
主

幹教
授
が
代
表

を
務
め

る。

し
た
い」

と
話
し
て
い

る。

に
わ
た
り、
人

手
不
足

に
陥
っ

町
は

セ
ン

タ

ー
が
分
析
し
た
て
い

る
と
い
う 。

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を

持続的
な

さ
ら
に
九
州
豪
雨

に
伴
う
国

爵
化

に
つ
な
げ

る
た
め 、「

子
の
「
災
害
査
定」
が
来
月

に
も

育
て
支
援
策
の
充
実」・
「
公
共

本
格
化す
る。
災
害
査
定
は
県

交
通
の
維
持

と
利
便
性
の
向

な
ど
が
国
庫
補
助
で
復
旧
事
業

上」
「
健
康
の
ま
ち
へ
の
愛
着

を
行
う
場

合、
国
が
現
地
で
被

を
高
め

る」
と
い
っ

た、
町
が

害
の
程
度

を
確
認
し、
エ
法
や

地
方
創
生
の
た
め
の
施
策

と

費
用
が
適
正
か

を
見
極
め

る
た

し
て
掲
げ
て
い

る
事
業
の
選

め
に
実
施
さ

れ
る。

位 、
北
九
州
市
は
2
0
6
8
万

全
町
民

に
対
し
て
行
い 、
発
症
択

と

集中
に
生
か
し
て
い
く
方

セ
ン

タ

ー
の
業
務

に、
査
定

円
で
16
位
だ

っ
た。

や
重
症
化
の
予

防
に
役
立
て

る

針 。

へ
の
対
応
も
加

わ
る
こ

と
か

町
は
以
前
か

ら
経

済効
率
性

「
久
山
町
研
究」
も
共

同
で
続

同
セ
ン

タ

ー
長
の
馬
奈
木
俊

ら、
県
は
職
具
の
負
担
軽
減

を

だ
け

で
は

な
く、
自
然
環
境

を

け
て
い

る。
久
芳
菊
司
町
長
は
介
主
幹
教
授
は
「
久
山
町
の
取

図
る
た
め

に
も
態
勢
強
化

を
急

維
持
し、
教
育
や
健
康
も
柱

に

「
新
指
標
で
良
い
評
価
が
出
た
り
組
み
が
地
方
創
生
の
成
功
事

ぐ 。
増
員
は
来
月
以
降

に
も
実

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

の
は
長
年
の
政
策
が
間
遮
い

で
例

に
な
り、
他
の
自
治
体

に
波

施
予
定
で、

組織
改
編
な
ど

で

た。
九
大

と
は
1
9
6
1
年
以

は
な
か
っ

た
こ

と
の
表

れ。
今
及す

る
機
会

に
し
た
い」

と
意

人
員

を
確
保す
る。

来 、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

後
は
九
大
の
力

を
借
り
て 、
町
気

込
ん
で
い

る。

技
術
職
の
新
規
採
用
は 、
土

病
の
疫
学
調
査

を
40
歳
以
上
の

の
政
策

を
進
め

る
判
断

に
生

か

（
弦
本
主
税）

木 、
農
業
土
木 、
林
業

に
限
り

12
月

に
募
集
し、
大
卒
程
度
41

豪
雨
復
IB
へ
技
術
職
増
[[
ロ
ロ°
い
胃

の
採
用
（
計
16
人）
は
既

に
募

、

県、

58
人

追

加

募

集

の

方

針

集
を
終
え
て

お
り、
合
わ

せ

れ

ば
来
春
は
74
人
の
大
規
模
採
用

福
岡
県
は
九
州
豪
雨
か

ら
の

た
め 、
態
勢
増
強
が
不
可
欠
と

の
新
規
募
集

に
も
踏

み
切

る。

と
な
る。
特
定
職
種
の
正
規
職

復
旧

に
向
け 、
道
路
や
河
川 、

判
断
し
た。
朝
倉
市
に
設
腔
し

セ
ン

タ

ー
は
9
月
1

日
に
53

具
数
が一
度

に
増
え

る
こ

と
に

砂
防
工
事
の
用
地
確
保
や
施
工

た
災
害
事
業

セ
ン

タ

ー
の
職
犀
人
態
勢
で
発
足
し、
現
在
は
他

な
る
が 、
県
は
「
今

後、
退
職

管
理

を
専
門

に
行
う
職
貴

を
大

を
30
人
増
や
し
て
1
0
0
人
規．
県

か
ら
の
応
援
職
員

な
ど

を
含

者
の
補
充

を
抑
え 、
時
間

を
か

幅
増
員す

る
方
針
を
固
め
た。

模
に
強
化 。
来
月
か

ら
は
土
木
め
約
70
人 。
た

だ
業
務
は
調
査

け
て
平
準
化
し
て
い
く」
と
し

復
旧・
復
興
を
停
滞
さ

せ

な
い

や
農
業
な
ど
の
技
術
職
計
58
人

や
設
計 、
用
地
交
渉

な
ど
多
岐

て
い

る。

（
坂
本
公
司）

踪
／イッターアカウ
を開設

想帯電話を神奈川
翡駅付近のトイレ

iり士」を開設。埼
子大生が失踪

の女性が失踪

生の携帯電話の位
付近で途絶
高生が失踪。携
がアバート付近

女
性
を
殺
害
し
た
動
機

に
つ
い

卜
か

ら
迫
体
の一
部
や、
身
元

て
は
「
話
し
ま

せ

ん」
と
し
て

を
示す
カ
ー
ド
類
や
バ
ッ

グ
が

お
り、
詳
し
い

経緯
を
調
べ

る。

見
つ
か
っ

た。

女
性
は
9
人
の
中

で
最

後
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
解
析

で

行
方
不
明

に
な

っ
た。
ア
パ
ー

は 、
9
月
20
日
に
連
絡

を
取
り

I

の
島

云四
辺

位
周

．
の
駅

瀬

町
ノ

五
話
名

片

楽
江

•
電
老

が
踪
邑
瀬

帯
海

生
失
。
片

高
、
踪
を
―

迂
環

疾
饂
昆
L

喝3

--------------------------

樗
iJ)女性と歩く姿を
防犯カメラが記録。
�

\ 

の兄が詈視庁に捜

信でだ望始° す ー をめ
10か緒害 ‘

月-にきツ
2 と死込イ

日メぬんツ
にツ相だ

タ

もセ手女l
やlを性に

---···------------.. -----, りジおに自
殺害容疑で再逮捕とを探 殺

り送し面願

r名此白ど悶門旨眉季ど
に自石と合て石武駅 ゜

い殺容みわお容台と同
た願

疑

ら

せ

り

疑

前 23
9望者れて ‘ 者駅塁日
仄をはる自八との近午
全書" 0 宅王裔防く後
員きツ ヘ子 犯のに

履怜 0 � 閤畠塁紺心
害な夕 出でかフ急八

＇ 
てで切断遺体を発見
認。死体遺棄容疑

ー
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予算反映ヘ

�
お
い
し
い
顔
っ

て
ど

ん
な
顔
？・

昔
よ

く
テ
レ
ビ

で
流

れ
て
い
た
コ

ー
シ
ャ

ル 。
マ
ー

ガ
リ
ン

を
塗
っ

ト
ー

ス
ト

を
食
べ

る
子
ど
も
た
ち

お
い
し
そ
う

な
顔
が
目

に
浮
か
ぶ
▼
文
字
通
m

「
お
い
し
い
顔」
が
福
岡
市
博
物
館
で
開
催
中i

「
神
聖
ロ
ー

マ
帝
国
皇
帝

ル
ド
ル
フ
2
世

の

異
の
世
界
展」

に。
恥
は
洋
ナ
シ 、
赤
い
ほ


は
リ
ン
ゴ

と
モ
モ 、
辱
は
サ
ク
ラ
ン
ボ 、
眉
は

ヤ
エ
ン
ド
ウ 、

お
で
こ
は
ウ
リ
… 。

顔
が

お
い

そ
う

な
野
菜
や
果
物
で
で
き
て
い

る
▼
16
世
紀一4

 

宮
廷
画
家
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
の
代
表
作
「
ウ
ェ

ト
ゥ

ム
ヌ
ス

と
し
て
の
皇
帝
ル
ド
ル
フ
2
世

花
や
果
実 、
季
節

を
つ
か
さ
ど

る
ロ
ー

マ
神
話

神
に
擬
し
た
ル
ド
ル
フ
2
世
の
肖
像
画
だ
▼一―一

一
っ

鷹
に
描
か

れ
た
野
菜
や
果
物
が
た
＜

集
ま

る
と、
人
間
の
顔
に
見
え
て
く
る
か
ら



議 。
奇
想

と
技
巧

を
疑
ら
し
た
「

だ
ま

し
絵」

傑
作
だ。
四
季
の
さ
ま
ざ
ま

な
植
物
が
調
和
す一

れ
た
苗一

姿
は 、
皇
帝
の
統
治
の
下
で
調
和
の

と
い

る
ら-

時
代
が
永
遠
に
続
く
こ

と
を
表
し
て

い
▼
「
野
菜
人
間」
は
ち
ょ
っ

と
不
気
味
だ
が

皇
帝
は
大
喜
び
し
た

と
か 。
も
し
も
ア
ル
チ〉

ル
ド
が
自
分
の
肖
像
画
を
描
い
て
く

れ貶
ら1
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